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一
般
会
計
補
正
予
算
３
億
５
２
７
万
円
追
加

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決
対
象
事
業
費
約
８
千
万
円
は
国
庫
補
助

　
　

月
定
例
会
は
、
６
月
11

　
　

日（
木
）か
ら
15
日（
月
）

ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
１
件
、
条
例
関

係
７
件
、
計
画
変
更
１
件
、

補
正
予
算
２
件
、
昨
年
度
か

ら
の
予
算
繰
越
報
告
１
件
、

法
人
経
営
状
況
報
告
２
件
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま

た
６
月
15
日
付
け
で
町
長
よ

り
追
加
議
案
（
人
事
案
件
３

件
）
の
提
出
が
あ
り
、
こ
ち

ら
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
な
お
一
般
質
問
は
７

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
政

全
般
の
問
題
を
質
し
ま
し

た
。

例 会 の
あ ら ま し
定

６月６

【
主
な
内
容
】

・
塙
町
エ
ー
ル
給
付
金　

３
０
０
０
万
円（
全
額
国
補
助
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
よ
る
休
業
や
経
済
活
動
縮
小
に
伴
う
減
収

対
策
。
対
象
は
町
内
で
事
業
を
営
む
商
工
会
員
や
生
活
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
業
種
を

営
む
方
へ
１
ヶ
月
あ
た
り
前
年
比
２
割
以
上
減
収
し
た
場
合
10
万
円
給
付
す
る
。

・
湯
遊
ラ
ン
ド
は
な
わ
休
館
指
定
管
理
委
託
料　

１
２
８
３
万
円（
全
額
国
補
助
）

　

４
月
18
日
か
ら
６
月
末
ま
で
の
休
館
期
間
で
、
施
設
維
持
に
相
当
す
る
固
定
費
を

指
定
管
理
料
増
額
で
対
応
す
る
。

・
高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事
業　

５
４
０
万
円

70
歳
以
上
80
歳
未
満
の
運
転
免
許
証
が
な
い
方
と
、
80
歳
以
上
は
運
転
免
許
証

の
有
無
に
関
わ
ら
ず
対
象
で
１
人
あ
た
り
の
助
成
額
は
１
８
０
０
０
円
。

　
　

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
料
金

　
　

助
成
事
業
は
、
町
民
か
ら
前
倒
し

実
施
要
望
の
声
を
聞
い
て
い
る
が
可
能

か
。

　
　

で
き
る
限
り
早
く
実
施
で
き
る
よ

　
　

う
対
応
を
進
め
る
。

　
　

エ
ー
ル
給
付
金
関
連
で
、
そ
の
他

　
　

に
町
民
１
人
あ
た
り
１
万
円
の
商

品
券
実
施
は
す
る
の
か
。

　
　

国
の
２
次
補
正
が
決
定
さ
れ
、
こ

　
　

れ
を
ベ
ー
ス
に
実
施
を
検
討
し
て

い
る
。

　
　

川
上
東
河
内
線
の
完
成
予
定
は
い

　
　

つ
か
。

　
　

国
予
算
の
関
係
で
工
事
が
延
長
し

　
　

て
い
る
が
令
和
４
年
完
成
予
定
。

　
　

こ
ど
も
園
の
室
外
機
防
音
対
策
工

　
　

事
の
詳
細
は
。

　
　

工
事
現
場
で
も
使
用
さ
れ
る
防
音

　
　

仮
囲
い
を
室
外
機
周
辺
に
行
う
。

　
　

学
校
教
育
費
関
係
の
新
型
コ
ロ
ナ

　
　

対
策
消
耗
品
の
内
容
は
。

　
　

消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
や
体
温
測
定

　
　

器
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ウ
ォ
ー

タ
ー
を
購
入
予
定
で
、
今
後
懸
念
さ
れ

る
第
２
波
以
降
へ
の
備
蓄
も
兼
ね
て
い

る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

ＡＡ QQＡＡ QQ

承認第 9号 専決処分について（専決第 9号）

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第 47 号 塙町辺地総合整備計画の変更

原　
　

案　
　

可　
　

決　
　

・　
　

同　
　

意

令和 2年度塙町一般会計補正（8億 8,579 万円増額）。主に町民 1人あたり 10 万円の特別定額給付
金を早急に給付できるようにするため、町長専決により決定した内容について議会承認を得るもの。

今年度実施する湯岐地区の木野反分館施設建設事業を、辺地対
策事業の起債対象事業にするため、地域整備計画の変更をする。

議案第 40 号 新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係る国民健康保険税等の減免に関する条例制定 議案第 48 号 令和 2年度塙町一般会計補正予算（第 2号）

新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が一定程度減少した被保険者等の税
負担を軽減するため、国民健康保険税と介護保険料の減免に関する条例制定。

3億 527 万円増額補正し、予算額 74 億 6,794 万円とする。主な内容は、
湯遊ランドはなわ施設管理費（施設休館に係る管理委託料など）の増額。

議案第 41 号 塙町税条例等の一部改正 議案第 49 号 令和 2年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）

地方税法の改正に伴う町税条例の一部改正。主なものは新型コロナウイルス感染症にかか
る徴収猶予や寄附金税額控除特例事項、住宅借入金等特別税額控除に関する改正について。

1,399 万円減額補正し、予算額 9億 6,769 万円としる。主な内容は、税率算定基
礎となる按分率確定によって、各種給付事業費の見直しを行ったことによる。 

議案第 42 号 塙町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例改正 報告第 1号 令和元年度塙町繰越明許費繰越計算書について

地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の認定を受けた企業等が、一定要件を満たす固定
資産（土地や家屋など）を取得した場合の課税免除や不均一課税期間の延長に係る条例改正。

一般会計や老人福祉事業など 19 事業の 7億 80 万円と、公共下水道事業特別会計と
特定環境保全公共下水道事業について 446 万円を令和 2年度へ繰り越して執行する。

議案第 43 号 塙町後期高齢者医療に関する条例改正 報告第 2号 法人の経営状況について（白河地方土地開発公社）

福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例において、新型コロナウ
イルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金が規定された事に伴う条例改正。

地方自治法第 243 条の 3第 2項により、白河地方土地開発公社の経営状況を議会へ報
告するもの。主な内容は昨年度の事業報告と今年度の事業計画、各種財務諸表について。

議案第 44 号 塙町国民健康保険条例の一部改正 報告第 3号 法人の経営状況について（㈱塙町振興公社）

国民健康保険被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染した（または発熱等の症
状があり感染が疑われる者）場合、傷病手当金を支給する項目を新設する条例改正。

地方自治法第243条の3第2項により、㈱塙町振興公社の経営状況を
議会へ報告するもの。主な内容は昨年度決算報告や監査報告について。

議案第45号 塙町国民健康保険税条例の一部改正 同意第2号
　　～4号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和 2年度の国民健康保険税を賦課するため、必要額から税を算出す
るにあたり、按分率の改正が必要となったことによる条例の一部改正。

前任者の退任や任期満了による固定資産評価審査委員会
委員 3名の選任。任期は令和 2年 7月 19 日から 3年間。

議案第46号 塙町介護保険条例の一部改正

令和元年10月に実施された消費税増税引き上げ
に伴う、介護保険料軽減のための条例改正。

議案等の審議結果一覧表

ＡＡ QQ

ＡＡ QQ

個
人
の
所
得
額
確
定
に
よ
り
、
算
定

基
礎
と
な
る
医
療
費
給
付
分
や
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
と
そ

れ
ぞ
れ
の
所
得
割
の
率
な
ど
を
改
正
す

る
。

〈
質
疑
〉

　
　

国
保
税
に
お
け
る
均
等
割
や
所
得

　
　

割
の
算
定
基
準
は
。

　
　

過
去
３
年
分
の
医
療
費
給
付
見
込

　
　

み
や
、
県
か
ら
の
納
付
金
、
他
市

町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
前

年
度
と
変
わ
り
な
い
状
況
に
す
べ
く
調

整
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
案
審
議

ＡＡ QQ

用語
開設

 通常議会の議決は出席議員の過半数で決するが、議員や⾸⻑の⾝分喪失に関する事項や、住⺠の利害に重⼤な意味を有す
 るものに対する議決要件のハードルを⾼くすることで、慎重な意思決定をしなければならない場合に法に基づき適⽤される。
 例１）出席議員３分の２以上の同意 → 議員の資格決定、拒否権による条例制定や改廃または予算再議
 例２）出席議員４分の３以上の同意 → 議員の除名処分、不信任決議
 例３）出席議員５分の４以上の同意 → 議会の解散
 ※ 例１から３までのケースには、それぞれ定⾜数（議会開会要件となる出席議員数）の定めが別にある。

塙町議会だより第151号塙町議会だより第151号 23

ＡＡ QQ

顔認証での温度計

議会関連の用語について説明します。

フェイスシールドを医療関係者へ

特別多数議決（とくべつたすうぎけつ）



承認第 9号 専決処分について（専決第 9号）

原　
　

案　
　

可　
　

決

議案第 47 号 塙町辺地総合整備計画の変更

原　
　

案　
　

可　
　

決　
　

・　
　

同　
　

意

令和 2年度塙町一般会計補正（8億 8,579 万円増額）。主に町民 1人あたり 10 万円の特別定額給付
金を早急に給付できるようにするため、町長専決により決定した内容について議会承認を得るもの。

今年度実施する湯岐地区の木野反分館施設建設事業を、辺地対
策事業の起債対象事業にするため、地域整備計画の変更をする。

議案第 40 号 新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した被保険者等に係る国民健康保険税等の減免に関する条例制定 議案第 48 号 令和 2年度塙町一般会計補正予算（第 2号）

新型コロナウイルス感染症の影響で、収入が一定程度減少した被保険者等の税
負担を軽減するため、国民健康保険税と介護保険料の減免に関する条例制定。

3億 527 万円増額補正し、予算額 74 億 6,794 万円とする。主な内容は、
湯遊ランドはなわ施設管理費（施設休館に係る管理委託料など）の増額。

議案第 41 号 塙町税条例等の一部改正 議案第 49 号 令和 2年度塙町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号）

地方税法の改正に伴う町税条例の一部改正。主なものは新型コロナウイルス感染症にかか
る徴収猶予や寄附金税額控除特例事項、住宅借入金等特別税額控除に関する改正について。

1,399 万円減額補正し、予算額 9億 6,769 万円としる。主な内容は、税率算定基
礎となる按分率確定によって、各種給付事業費の見直しを行ったことによる。 

議案第 42 号 塙町地方活力向上地域における固定資産税の課税免除及び不均一課税に関する条例改正 報告第 1号 令和元年度塙町繰越明許費繰越計算書について

地方活力向上地域等特定業務施設整備計画の認定を受けた企業等が、一定要件を満たす固定
資産（土地や家屋など）を取得した場合の課税免除や不均一課税期間の延長に係る条例改正。

一般会計や老人福祉事業など 19 事業の 7億 80 万円と、公共下水道事業特別会計と
特定環境保全公共下水道事業について 446 万円を令和 2年度へ繰り越して執行する。

議案第 43 号 塙町後期高齢者医療に関する条例改正 報告第 2号 法人の経営状況について（白河地方土地開発公社）

福島県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例において、新型コロナウ
イルス感染症に感染した被保険者等に係る傷病手当金が規定された事に伴う条例改正。

地方自治法第 243 条の 3第 2項により、白河地方土地開発公社の経営状況を議会へ報
告するもの。主な内容は昨年度の事業報告と今年度の事業計画、各種財務諸表について。

議案第 44 号 塙町国民健康保険条例の一部改正 報告第 3号 法人の経営状況について（㈱塙町振興公社）

国民健康保険被保険者が新型コロナウイルス感染症に感染した（または発熱等の症
状があり感染が疑われる者）場合、傷病手当金を支給する項目を新設する条例改正。

地方自治法第243条の3第2項により、㈱塙町振興公社の経営状況を
議会へ報告するもの。主な内容は昨年度決算報告や監査報告について。

議案第45号 塙町国民健康保険税条例の一部改正 同意第2号
　　～4号 固定資産評価審査委員会委員の選任について

令和 2年度の国民健康保険税を賦課するため、必要額から税を算出す
るにあたり、按分率の改正が必要となったことによる条例の一部改正。

前任者の退任や任期満了による固定資産評価審査委員会
委員 3名の選任。任期は令和 2年 7月 19 日から 3年間。

議案第46号 塙町介護保険条例の一部改正

令和元年10月に実施された消費税増税引き上げ
に伴う、介護保険料軽減のための条例改正。

議案等の審議結果一覧表

個
人
の
所
得
額
確
定
に
よ
り
、
算
定

基
礎
と
な
る
医
療
費
給
付
分
や
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分
と
そ

れ
ぞ
れ
の
所
得
割
の
率
な
ど
を
改
正
す

る
。

〈
質
疑
〉

　
　

国
保
税
に
お
け
る
均
等
割
や
所
得

　
　

割
の
算
定
基
準
は
。

　
　

過
去
３
年
分
の
医
療
費
給
付
見
込

　
　

み
や
、
県
か
ら
の
納
付
金
、
他
市

町
村
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
つ
つ
前

年
度
と
変
わ
り
な
い
状
況
に
す
べ
く
調

整
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
案
審
議

ＡＡ QQ

用語
開設

 通常議会の議決は出席議員の過半数で決するが、議員や⾸⻑の⾝分喪失に関する事項や、住⺠の利害に重⼤な意味を有す
 るものに対する議決要件のハードルを⾼くすることで、慎重な意思決定をしなければならない場合に法に基づき適⽤される。
 例１）出席議員３分の２以上の同意 → 議員の資格決定、拒否権による条例制定や改廃または予算再議
 例２）出席議員４分の３以上の同意 → 議員の除名処分、不信任決議
 例３）出席議員５分の４以上の同意 → 議会の解散
 ※ 例１から３までのケースには、それぞれ定⾜数（議会開会要件となる出席議員数）の定めが別にある。
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特別多数議決（とくべつたすうぎけつ）
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質問登壇議員一覧 ページ

鈴
すずき

木　　茂
しげる

議員 1　新型コロナ関連　　
2　町長任期の町政検証

3　塙工高存続 Ｐ５

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員 1　新型コロナ関連　　
2　こども園環境

3　県道の歩道拡張 Ｐ６

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員 1　新型コロナ関連　　
2　GIGA スクール構想

3　こども園運営 Ｐ７

金
かなざわ

澤 太
たろう

郎議員 1　町長の行政実績　　
2　今後の行政展望

3　スクールバス利用 Ｐ８

吉
よしだ

田 克
かつのり

則議員 1　こども園諸問題　　
2　旧常小廃校利用

3　公民館バリアフリー Ｐ９

下
しもじゅう

重 義
よしと

人議員 1　町長の施政方針　　
2　衛生組合周辺道路環境

3　町の水害対策 Ｐ10

鈴
すずき

木 元
もとひさ

久議員 1　地籍調査進捗状況 　
2　新型コロナ関連

3　町営住宅問題
4　県道凍結防止 Ｐ11

スマートフォンなどお持ちの方で、
専用アプリでＱＲコードを読み取
ると録画映像がご覧いただけます。

一
般
質
問
と
は

　

議
員
が
町
長
な
ど
に
対
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
事
務

の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
等
を
確
認
す
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
一
般
質
問
は
、
質
問
登
壇

議
員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。



　
　
　

今
年
の
奨
学
金
利

用
者
と
入
学
者
は
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
に
よ
る
募

集
延
長
で
２
名
の
申
し
込

み
が
あ
っ
た
。
入
学
者
は

36
名
。

　
　
　

制
度
の
効
果
は

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

ま
だ
表
れ
て
い
な

い
。
今
後
に
期
待
す
る
。

　
　
　

廃
校
を
認
め
る
の

か
。
そ
れ
と
も
何
か
対
策

を
取
る
の
か
。

　
　
　

同
じ
よ
う
な
他
の

町
村
と
連
携
し
て
存
続
を

訴
え
て
行
き
た
い
。

　
　
　

公
約
の
老
人
ホ
ー

ム
建
設
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

在
宅
介
護
の
充
実

に
よ
り
見
合
わ
せ
た
。
高

齢
者
の
活
動
す
る
場
所
を

提
供
し
た
い
。

　
　
　

企
業
誘
致
を
せ

ず
、
既
存
の
企
業
を
後
押

し
す
る
と
言
っ
た
が
何
を

し
た
の
か
。

　
　
　

何
か
手
伝
う
こ
と

が
あ
れ
ば
と
話
し
合
い
を

し
て
い
る
。

　
　
　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

は
他
地
区
に
決
ま
っ
た

が
、
そ
の
後
は
。

　
　
　

実
習
地
の
提
供
に

つ
い
て
県
と
話
し
合
い
を

し
て
い
る
。

5

質 問答 弁　
　
　

事
業
者
に
町
独
自

の
支
援
金
対
応
が
な
ぜ
遅

れ
た
の
か
。

　
　
　

対
象
者
の
実
態
や

下
調
べ
に
時
間
が
か
か
っ

た
。

　
　
　

一
律
10
万
円
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

手
続
き
を
簡
素
化

し
て
行
う
。

　
　
　

畜
産
や
花
な
ど
農

家
も
被
害
が
出
て
い
る
の

で
、
一
律
に
支
援
し
な
い

の
か
。

　
　
　

代
わ
り
に
全
町
民

一
万
円
の
商
品
券
を
配
り

た
い
。

　
　
　

多
く
の
市
町
村
長

が
ボ
ー
ナ
ス
を
３
～
５
割

カ
ッ
ト
し
て
い
る
が
、
塙

町
は
実
施
し
な
い
の
か
。

　
　
　

特
別
職
全
体
の
問

題
な
の
で
や
ら
な
い
。

　
　
　

子
供
た
ち
の
教
育

遅
れ
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

１
０
０
時
間
の
遅

れ
で
、
夏
休
み
短
縮
、
授

業
時
間
の
延
長
、
行
事
の

削
減
で
取
り
戻
し
た
い
。

　
　
　

中
学
３
年
生
の
受

験
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
。

　
　
　

補
習
や
土
曜
授
業

で
対
応
し
た
い
。

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

の
た
め
に
も
、
一
人
一
台

タ
ブ
レ
ッ
ト
が
必
要
と
思

う
が
。

　
　
　

早
急
に
揃
え
た
い
。

　
　
　

町
民
を
コ
ロ
ナ
感

染
か
ら
守
る
た
め
、
関
東

か
ら
の
客
が
多
い
道
の
駅

を
な
ぜ
休
業
に
し
な
か
っ

た
の
か
。

　
　
　

出
荷
者
や
利
用
者

か
ら
の
要
望
で
休
業
し
な

か
っ
た
。

答
弁

質
問

救済は素早く
そして手厚くが基本だ

鈴
すずき

木　　茂
しげる

議員

コ
ロ
ナ
対
策
は
対
応
が
遅
く

不
十
分
だ
と
思
う
が

全
町
民
に
一
万
円
の
商
品
券
を

配
り
た
い

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

塙
工
業
高
校
存
続
に
つ
い
て

他
町
村
と
連
携
し
て
対
応
す
る

4年間の町政検証は
老人ホーム建設は在宅介護の充実により見合わせた

答
弁

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

関東方面からの客も多い道の駅はなわ

塙町議会だより第151号
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以
前
、
危
険
性
を
認
識

し
て
い
る
と
答
弁
後
も
改
良
さ

れ
ず
、
通
学
生
や
地
元
民
は
恐

怖
を
感
じ
て
い
る
が
対
策
は
。

　
　
　

現
在
も
県
へ
有
効
な
対

策
を
お
願
い
し
続
け
て
い
る
。

交
通
量
緩
和
に
北
野
松
岡
線
の

改
良
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

上
町
地
内
の
歩
道
と
板

庭
橋
手
前
の
急
カ
ー
ブ
の
危
険

度
レ
ベ
ル
は
。

　
　
　

歩
道
が
狭
く
歩
車
道
の

区
別
が
な
く
大
変
危
険
で
あ

り
、
県
で
は
測
量
し
て
改
良
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。

質
問

答
弁

　
　
　

商
工
業
者
向
け
町
独
自

の
エ
ー
ル
給
付
金
だ
が
、
農
林

業
者
等
も
支
援
す
る
の
か
。
ま

た
申
請
手
続
き
簡
略
化
の
考
え

は
。

　
　
　

一
律
に
考
え
る
べ
き
だ

が
難
し
い
。
手
続
き
は
最
大
限

に
考
慮
す
る
。

　
　
　

町
内
全
て
の
業
種
に
対

応
し
た
、
塙
町
エ
ー
ル
給
付
金

と
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。
ま

た
独
自
の
応
援
給
付
金
の
考
え

は
。

　
　
　

国
の
二
次
補
正
予
算
が

決
定
し
た
の
で
考
え
て
み
た

い
。

　
　
　

納
税
の
期
日
が
迫
り
、

町
に
関
わ
る
納
税
の
救
済
措
置

は
。

　
　
　

す
で
に
徴
収
猶
予
の
特

例
制
度
が
開
始
し
て
い
る
。
猶

予
期
間
中
は
延
滞
金
も
発
生
し

な
い
。

　
　
　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
学
校
も
再
開
し
た
が
、
生

徒
の
心
の
ケ
ア
と
学
習
遅
れ
対

応
は
。

　
　
　

相
談
体
制
を
確
立
し
、

心
の
ケ
ア
に
努
め
て
い
る
。
夏

休
み
や
冬
休
み
期
間
の
短
縮

や
、
行
事
の
削
減
で
年
度
内
の

履
修
を
図
り
た
い
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
第
２
波
や
第
３
波
の
休
校

対
策
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
実
証
実
験
の
考
え
は
。

　
　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
取
り
組
み
に
参
加
す
る
な

ど
、　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
授

業
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

利
用
者
の
交
通
量
増
加

で
周
辺
道
の
危
険
性
が
高
ま
り

対
策
が
取
ら
れ
た
が
、
さ
ら
な

る
対
策
は
。

　
　
　

改
め
て
呼
び
か
け
な
ど

を
実
施
し
、
最
悪
の
場
合
ハ
ー

ド
対
策
で
対
応
す
る
。

　
　
　

駐
車
場
は
60
台
分
の
ス

ペ
ー
ス
し
か
確
保
し
て
い
な
い

が
、
現
状
と
今
後
の
確
保
計
画

は
。

　
　
　

こ
ど
も
園
近
く
に
確
保

を
検
討
し
て
い
る
。

新型コロナウイルスに対する
対応は
町独自のエール給付金交付を
進めたい

七
ななみや

宮 広
ひろき

樹議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と
共
に
周
辺
整
備
を
進
め
た
い

は
な
わ
こ
ど
も
園
周
辺
地
域
の
取
り
巻
く
環
境
は

質
問

上町地内での通学風景

質
問

質
問

答
弁

悪い時が過ぎれば、
　よい時は必ず来る。
　　コロナに負けるな !!

？
？

答
弁 今

年
度
用
地
交
渉
に
入
る

県
道
塙
大
津
港
線
上
町
地
内
の
通
学
路
歩
道
拡
幅
は

質
問



　
　
　

災
害
時
に
、
避
難

所
で
の
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感

染
症
対
策
は
。

　
　
　

マ
ス
ク
や
消
毒
液

な
ど
を
備
蓄
。
可
能
な
場

合
は
分
散
避
難
も
考
え
て

い
る
。
必
ず
体
調
の
確
認

と
、
感
染
を
疑
わ
れ
る
場

合
は
、
外
階
段
が
あ
る
塙

農
村
勤
労
福
祉
会
館
２
階

や
公
民
館
２
階
に
隔
離
す

る
。

　
　
　

文
部
科
学
省
の
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
へ

の
塙
町
の
対
応
は
。

　
　
　

令
和
３
年
度
ま

で
、
生
徒
１
人
１
台
端
末

電
子
機
器
を
整
備
し
、
臨

時
休
業
時
で
も
全
て
の
子

供
達
に
学
び
の
場
を
提
供

す
る
。

　
　
　

は
な
わ
こ
ど
も
園

の
園
庭
に
遊
具
が
置
い
て

い
な
い
が
。

　
　
　

各
先
生
や
保
護
者

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、

設
置
を
検
討
す
る
。

　
　
　

こ
ど
も
園
の
円
滑

な
運
営
に
用
務
員
が
必
要

で
は
。

　
　
　

今
年
７
月
か
ら
用

務
員
１
名
を
配
置
す
る
予

定
。

　
　
　

塙町議会だより第151号7

質 問答 弁　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
学
校
行
事
へ
の
影
響
は
。

　
　
　

小
学
生
全
員
参
加

の
演
劇
鑑
賞
は
中
止
し
、

６
年
生
の
宿
泊
学
習
は
日

帰
り
実
施
。
ま
た
５
年
生

の
異
文
化
体
験
授
業
は
中

止
と
し
、
運
動
会
は
規
模

縮
小
で
９
月
以
降
に
実
施

予
定
。
な
お
中
体
連
や
音

楽
祭
は
中
止
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
塙
町
か
ら
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
出
た
場

合
、
感
染
者
本
人
や
そ
の

家
族
等
へ
の
偏
見
や
差

別
、い
じ
め
へ
の
対
応
は
。

　
　
　

偏
見
や
差
別
は
断

じ
て
許
さ
れ
な
い
。
文
部

科
学
省
よ
り
出
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
、
適
切

な
知
識
を
教
育
し
て
い
く
。

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
経
済
的
困
窮
家
庭
へ
の

新
た
な
就
学
支
援
は
。

　
　
　

町
の
奨
学
金
返
済

猶
予
と
、
準
要
保
護
家
庭

へ
の
就
学
支
援
を
適
用
し

て
い
く
。

答
弁

質
問

町民の声を聞きながら
　　　　　前へ進みたい

菊
きくち

地 哲
てつや

也議員

コ
ロ
ナ
感
染
者
へ
の
偏
見
や

　

差
別
、
い
じ
め
へ
の
対
応
は

偏
見
や
差
別
は

　

断
じ
て
許
さ
れ
な
い

質
問

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

園庭に設置されているすべり台

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

Ｇ 
ギ
ガＩ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

生
徒
１
人
に
１
台
の
端
末
電
子
機
器
を
整
備
し
た
い

はなわこども園の用務員が必要では
今年７月から配置する予定

？

？
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町
長
の
一
期
４
年

間
の
行
政
実
績
は
。

　
　
　

次
世
代
を
担
う
子

供
た
ち
育
成
に
重
点
を
置

い
た
行
政
運
営
に
努
め
、

こ
ど
も
園
建
設
、
給
食
費

の
無
料
化
、
ウ
ッ
ド
ス

タ
ー
ト
事
業
、
子
供
医
療

費
助
成
制
度
の
充
実
、
子

育
て
世
代
応
援
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
の
導
入
、
育
児
用

品
購
入
補
助
事
業
等
を
実

施
。
ま
た
、
若
者
定
住
の

た
め
の
促
進
住
宅
建
設

や
、
分
譲
地
の
開
発
販
売

を
行
っ
た
。

　

産
業
振
興
で
は
、
新
規

事
業
者
の
進
出
を
主
眼
と

し
て
い
た
旧
来
の
方
法
か

ら
、
現
有
企
業
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
へ
と
方
向
転

換
を
図
り
、
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
へ
の
取
り
組

み
、
雇
用
継
続
奨
励
金
事

業
等
を
実
施
し
た
。
主
な

進
出
企
業
は
、
令
和
２
年

よ
り
農
業
生
産
法
人
フ
ラ

ワ
ー
キ
ン
グ
、
焼
酎
工
場

跡
地
へ
酒
造
会
社
の
進
出

予
定
が
あ
る
。
観
光
振
興

で
は
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ

ズ
ム
、
農
業
体
験
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
。

　

令
和
元
年
の
台
風
19
号

被
害
か
ら
、
小
規
模
災
害

復
旧
事
業
を
導
入
し
、
軽

微
な
災
害
復
旧
作
業
の
迅

速
化
を
構
築
し
た
。

　
　
　

現
職
町
長
と
し
て

考
え
て
い
る
今
後
４
年
間

の
行
政
展
望
を
伺
う
。

　
　
　

住
み
慣
れ
た
地
域

と
生
活
を
守
る
こ
と
に
主

眼
を
置
い
た
行
政
運
営
を

行
う
。

　

各
事
業
の
連
帯
強
化
と
、

官
民
連
携
を
図
り
た
い
。

　

地
域
の
方
が
地
域
を
元

気
に
す
る
た
め
に
、
地
域

振
興
交
付
金
の
継
続
や
、

地
域
の
高
齢
者
と
子
供
が

交
流
で
き
る
高
齢
者
支
援

の
基
幹
施
設
を
作
り
、
子

供
た
ち
に
ふ
る
さ
と
を
守

る
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た

い
。

　

身
の
丈
に
合
っ
た
財
政

運
営
を
基
本
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
基
金
の
活
用
も

図
っ
て
い
き
た
い
。

１期４年間の行政実績は

「住み慣れた地域と
　生活を守るために」の行政運営

金
かなざわ

澤　太
たろう

郎議員

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

答
弁

質
問

住
み
慣
れ
た
地
域
と
生
活
を
守
る

今
後
４
年
間
の
行
政
展
望
は

町の存続を
　図ることが大事

　
　

 

こ
ど
も
園
幼
稚
部

は
三
年
制
だ
が
、
年
少
組

は
、
保
護
者
に
よ
る
送
迎

で
あ
り
、
幼
稚
部
全
学
年

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　

年
少
組
を
乗
車
さ

せ
る
た
め
に
は
、
幼
児
専

用
バ
ス
と
添
乗
員
が
必
要

だ
が
、
現
在
幼
児
専
用
バ

ス
が
な
い
た
め
、
年
長
と

年
中
組
に
限
定
し
て
い

る
。

　

今
後
、
幼
児
用
バ
ス
と

添
乗
員
確
保
を
検
討
す

る
。

　

他
町
村
で
は
、
年
少
組

の
乗
車
が
開
始
で
き
る
場

合
で
も
、
幼
稚
園
に
慣
れ

る
期
間
は
保
護
者
の
送
迎

で
、
５
月
な
い
し
２
学
期

か
ら
の
乗
車
と
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

答
弁

質
問

答
弁

こども園幼稚部のこども園幼稚部の
　スクールバス運用は　スクールバス運用は
幼児用バスの導入・幼児用バスの導入・
　添乗員の確保の検討を進める　添乗員の確保の検討を進める

答
弁

質
問

質
問

幼児用バスの導入と
　添乗員確保の検討を進める子どもたちが主役のこども園

こども園幼稚部の
　スクールバス運用は
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は
な
わ
こ
ど
も
園

へ
の
移
行
は
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
た
の
か
。

　
　
　

非
常
に
い
ろ
い
ろ

な
面
が
あ
っ
た
が
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
で
き
た
と
感
じ

て
い
る
。

　
　
　

入
園
児
の
待
機
児

童
は
。

　
　
　

０
歳
児
１
名
、
１

歳
児
２
名
の
合
計
３
名
。

待
機
児
童
解
消
へ
、
保
育

士
の
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
　

認
定
こ
ど
も
園
に

移
行
し
て
い
く
話
が
あ
っ

た
が
。

　
　
　

保
育
士
の
確
保
が

十
分
で
き
た
上
で
、
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
を
検

討
し
た
い
。

　
　
　

施
設
全
体
の
安
全

性
は
。

　
　
　

子
ど
も
達
の
安
全

確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　

子
育
て
支
援
施
設

の
利
活
用
は
。  

　
　
　

保
護
者
同
士
や
地

域
の
方
々
と
の
交
流
を
図

る
子
育
て
の
場
を
目
指
し

て
い
る
。
育
児
教
室
、
離

乳
食
教
室
等
の
開
催
準
備

を
進
め
て
い
る
。

町有施設は町民全ての方が
利用できなければ！

吉
よしだ

田　克
かつのり

則議員

は
な
わ
こ
ど
も
園
の
待
機
児
童
は

解
消
へ
保
育
士
の
確
保
に
努
め
る

質
問

質
問

答
弁

答
弁

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

質
問

答
弁

廃校利用の説明は

文書で周知した
　
　
　

旧
常
豊
小
学
校
と
幼

稚
園
の
廃
校
利
用
の
考
え
は
。

　
　
　

町
学
校
施
設
等
利
活

用
検
討
委
員
会
か
ら
、
当
面

集
会
施
設
等
と
し
て
町
管
理

が
望
ま
し
い
と
の
報
告
か

ら
、
地
域
や
町
に
と
っ
て
最

も
有
益
な
利
活
用
の
検
討
を

進
め
て
き
た
。
今
年
か
ら
一

部
を
農
業
生
産
物
流
法
人
に

貸
し
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　

地
区
民
へ
の
説
明
は

ど
の
様
に
行
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

文
書
で
周
知
を
し
た
。

　
　
　

町
が
出
資
し
た
進
出

企
業
名
等
は
。

　
　
　

企
業
名
は
フ
ラ
ワ
ー

キ
ン
グ
で
、
令
和
２
年
３
月

に
資
本
金
３
２
０
０
万
円
で

設
立
し
た
。
事
業
目
標
は
、

「
東
北
の
花
」
の
集
積
地
と

し
て
施
設
を
利
用
し
、
箱
詰

め
後
に
羽
田
か
ら
世
界
中
に

輸
出
す
る
。
企
業
と
し
て
の

拡
大
と
雇
用
は
期
待
で
き

る
。

　
　
　

町
有
財
産
を
利
用
す

る
に
あ
っ
た
っ
て
の
議
決
は
。

　
　
　

今
回
の
貸
し
付
け
は

当
た
ら
な
い
。

　
　
　

旧
常
豊
幼
稚
園
を
地

区
民
か
ら
集
会
所
と
し
て
使

い
た
い
要
望
が
出
さ
れ
て
い

た
が
。

　
　
　

建
物
の
用
途
変
更
や

耐
震
補
強
へ
の
対
応
か
ら
集

会
所
と
し
て
の
利
用
は
予
定

し
て
い
な
い
。

質 問答 弁

質
問

答
弁

今年開園したはなわこども園

質
問

答
弁

　
　
　

町
公
民
館
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
改
善
策

は
。

　
　
　

現
在
の
塙
町
公
民

館
は
、
構
造
上
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
等
の
設
置
は
不
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
改
善
は

構
造
上
不
可
能

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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施
政
方
針
の
「
地

方
自
治
の
基
本
を
堅
持

し
、
町
民
の
福
祉
増
進
に

努
め
る
」
と
は
、
ど
の
よ

う
に
努
め
る
の
か
。

　
　
　

地
方
自
治
の
使
命

で
あ
る
、
住
民
福
祉
の
増

進
と
行
政
運
営
の
効
率
化

を
踏
ま
え
た
行
財
政
改
革

を
行
い
、
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
像
「
み
ん
な
が

主
役
し
あ
わ
せ
実
感
の
ま

ち
は
な
わ
」
の
実
現
を
目

指
す
。

　
　
　

ふ
く
し
ま
森
林
再

生
事
業
の
継
続
と
、
町
長

自
ら
県
に
出
向
い
て
、
要

望
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

県
の
農
林
水
産
部

へ
、
郡
内
４
町
村
と
と
も

に
継
続
要
望
な
ど
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
最
大
限
求

め
る
考
え
だ
。

　
　
　

塙
町
林
業
振
興
協

議
会
は
、
林
業
ア
カ
デ

ミ
ー
誘
致
要
望
活
動
後
に

ど
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

は
郡
山
市
内
の
県
有
施
設

に
決
定
し
た
の
で
、
今
後

は
実
習
場
所
と
し
て
元
笹

原
財
産
区
町
有
林
を
活
用

で
き
る
よ
う
、
誘
致
活
動

も
今
後
は
必
要
に
な
る
と

思
う
。
そ
の
際
、
協
議
会

委
員
と
と
も
に
陳
情
活
動

を
行
う
考
え
だ
。

　
　
　

信
頼
さ
れ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
す
る
た

め
、
各
種
シ
ス
テ
ム
の
有

効
活
用
と
あ
る
が
、
交
付

率
の
低
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
作
成
に
利
活
用
で

き
な
い
か
。

　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
発
行
に
国
の
施
策

も
あ
り
、
町
と
し
て
は
申

請
で
き
な
い
方
を
支
援
す

る
た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
補
助
端
末
を
導
入
し
、

７
月
１
日
よ
り
支
援
実
施

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

農
業
振
興
に
関
し

て
、
ダ
リ
ア
や
キ
ノ
コ
、

竹
パ
ウ
ダ
ー
だ
け
で
な

く
、
観
賞
用
こ
ん
に
ゃ
く

の
鉢
植
え
な
ど
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

こ
ん
に
ゃ
く
の
花

は
珍
し
く
、
塙
町
の
Ｐ
Ｒ

に
繋
が
れ
ば
何
ら
か
の
形

で
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　

「
家
庭
と
地
域
に

安
全
な
町
」と
あ
る
中
で
、

雨
水
排
水
対
策
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　
　

守
崎
堰
水
門
の
閉

鎖
や
、
東
白
衛
生
組
合
上

部
の
水
門
で
の
放
流
、
代

官
町
付
近
で
の
排
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
川
上
川
へ
の
放

出
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　

今
年
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
の
東
白
衛
生

組
合
へ
の
道
路
利
用
状
況

と
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
今

後
の
対
策
は
。

　
　
　

今
年
４
月
か
ら
５

月
に
か
け
て
の
連
休
中

は
、
各
家
庭
か
ら
の
ゴ
ミ

搬
入
が
多
く
あ
り
、
昨
年

比
24
％
増
だ
っ
た
。
今
後

の
対
策
は
、
町
道
北
野
松

岡
線
改
良
工
事
を
進
め
、

そ
の
後
に
松
岡
棚
倉
線
の

延
伸
を
含
め
道
路
計
画
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

施政方針の福祉増進とは

総合計画に掲げる
将来像の実現を目指す

下
しもじゅう

重　義
よしと

人議員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

汝の敵を愛せよ

答
弁

質
問

　
　
　

町
で
は
、
昨
年
の

水
害
に
対
し
て
事
前
に
対

応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

大
字
塙
地
区
内
の

内
水
氾
濫
防
止
策
の
１
つ

と
し
て
、
上
渋
井
方
面
か

ら
流
入
す
る
用
水
路
や
、

各
沢
の
経
路
を
調
査
、
内

水
処
理
は
事
前
の
予
報
降

雨
量
に
よ
り
排
水
ポ
ン
プ

を
設
置
し
処
理
を
行
う
。

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

塙町林業振興協議会としての陳情活動
東
白
衛
生
組
合
へ
の
道
路
の
対
策
は

道
路
計
画
を
検
討

町では水害に対しての
事前対応は
排水ポンプを設置

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
は

町
全
体
で
57
％
を
実
施
し
た

鈴
すずき

木　元
もとひさ

久議員

台宿北原・南原町営住宅の
　老朽化対策は

修繕する方向で進めていく

質 問答 弁

何事も
スピードを大切に！

　
　
　

地
籍
調
査
を
現
在

実
施
し
て
い
る
地
区
と
今

後
の
予
定
は
。

 
 
 

　

現
在
川
上
地
区
で

実
施
中
。
今
後
は
湯
岐
や

片
貝
地
区
で
実
施
予
定
。

 
 
 

　

調
査
未
了
地
区
と

調
査
終
了
ま
で
の
予
定
年

数
は
。

 
 
 

　

調
査
未
了
は
笹
原

山
間
地
区
で
、
調
査
終
了

ま
で
の
予
想
が
つ
か
な

い
。

 
 
 

　

今
後
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
調
査
す
べ
き
だ

が
町
長
の
考
え
は
。

 
 
 

　

で
き
る
だ
け
早
く

実
施
す
る
事
を
念
頭
に
、

今
後
20
年
程
度
と
想
定
し

て
い
る
。

 
 
 
 

国
で
は
10
か
年
計

画
で
調
査
進
捗
率
を
引
き

上
げ
る
と
し
て
い
る
が
。

 
 
 

　

町
で
は
今
後
10
年

で
15
％
程
度
引
き
上
げ
る

事
を
目
標
と
し
て
い
る
。

 
 
 

　

地
籍
調
査
の
予
算

確
保
の
た
め
、
県
へ
の
陳

情
は
町
長
自
ら
行
っ
た
の

か
。

 
 
 

　

２
年
ほ
ど
前
に
県

の
担
当
職
員
と
国
交
省
へ

行
っ
た
。

　
　
　

町
独
自
に
、
店
舗
維

持
助
成
金
や
休
業
者
に
対
す

る
給
付
金
の
創
設
は
。

　
　
　

20
％
減
収
店
舗
へ

10
万
円
の
給
付
金
と
、
町
民

１
人
あ
た
り
１
万
円
の
商
品

券
を
現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

福
島
県
コ
ロ
ナ
拡
大

防
止
協
力
金
支
援
金
は
。

　
　
　

申
請
書
は
ま
ち
振
興

課
で
配
布
し
て
い
る
。

　
　
　

町
独
自
に
特
別
給
付

金
条
例
を
制
定
し
、
町
民
の

た
め
に
基
金
と
し
て
積
み
立

て
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

特
別
職
に
あ
る
方
に

相
談
し
町
全
体
と
し
て
考
え

る
。
現
在
三
役
の
期
末
手
当

減
額
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　
　

日
陰
解
消
の
た
め
、
支

障
木
伐
採
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

県
道
は
福
島
県
管
理

で
、
平
成
30
年
以
降
手
つ
か
ず

状
態
。
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
要
望
し
た
い
。

　
　
　

現
状
把
握
の
た
め
、
職

員
や
町
長
自
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
す
る
予
定
は
。

　
　
　

週
に
２
回
職
員
が
パ
ト

ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
自
ら
も
車

で
走
行
中
気
づ
い
た
場
所
は
、

職
員
に
話
を
し
解
決
し
て
い
き

た
い
。

　
　
　

今
後
の
修
繕
と
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

建
て
替
え
は
し
な

い
。
修
繕
は
す
る
方
向
で
進

め
て
い
く
。

　
　
　

南
原
町
営
住
宅
の
一

部
撤
去
と
周
辺
道
路
整
備
や

そ
の
際
の
入
居
者
へ
の
対
応

は
。

　
　
　

耐
震
状
態
を
調
査
し

た
後
、
入
居
者
等
に
希
望
を

聴
取
し
移
転
後
に
早
急
に
撤

去
へ
着
手
し
た
い
。　県道塙大津港線の県道塙大津港線の

　冬期間路面凍結防止は　冬期間路面凍結防止は
福島県へ要望する

答
弁

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

町
独
自
の
給
付
を
考
え
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

答
弁

質
問

県道塙大津港線大蕨地内
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今
年
度
の
議
会
だ
よ
り
モ
ニ

タ
ー
を
受
嘱
し
た
た
め
、
ま
ず

は
実
際
に
傍
聴
し
よ
う
と
思
っ

た
た
め
で
す
。

　

傍
聴
者
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱

心
に
質
疑
応
答
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
議
場
は
執
行
部
と

議
員
が
対
峙
す
る
構
図
で
、
堅

苦
し
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

国
連
の
議
場
の
よ
う
に
、
丸
く

な
っ
て
全
員
の
顔
を
見
な
が
ら

意
見
を
出
し
合
う
の
も
い
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

議
会
で
議
論
さ
れ
る
内
容
が

事
前
に
分
か
れ
ば
興
味
の
あ
る

所
だ
け
で
も
傍
聴
が
で
き
、
議

会
に
足
を
運
ぶ
方
も
増
え
る
と

思
う
の
で
、
当
日
い
た
だ
い
た
一

般
質
問
通
告
一
覧
を
、
も
う
少

し
早
く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載

し
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

な
お
今
回
傍
聴
し
て
み
て
、

会
議
中
で
の
傍
聴
席
入
退
室
が

可
能
で
す
が
、
若
干
ド
ア
の
開

閉
音
が
気
に
な
り
ま
し
た
。

藤
ふじた

田 真
ま ゆ み

由美さん（川上）
　　　　　

―
傍
聴
し
た
き
っ
か
け
と

　
　

感
想
は

　令和２年６月定例会の傍聴者数はのべ２０人でした。

傍聴された方の中からインタビューを実施し、感想や意

見をいただきました。

―
町
や
議
会
へ
の
意
見
、

　
　

要
望
は
あ
り
ま
す
か

令和2年４月１日　～　６月３０日

年月日 会 議 名 称

金
澤
太
郎

菊
地
哲
也

鈴
木
元
久

吉
村
守
広

七
宮
広
樹

下
重
義
人

吉
田
広
明

青
砥
與
藏

吉
田
克
則

鈴
木　

茂

藤
田
一
男

鈴
木
孝
則

割
貝
寿
一

2.4.3 4 月臨時会（改選後の初議会） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.4.9 広報常任委員会（議会だより編集） ― 傷病 ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.4.16 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.4.17 全員協議会（新型コロナ対策） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 遅参 ○ ○ ○ ○ ○

2.4.17 総務常任委員会（所管事務調査内容協議） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― 公務欠席
2.4.17 経済常任委員会（所管事務調査内容協議） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ―

2.4.23 新人議員研修 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

2.5.13 経済常任委員会（所管事務調査） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

2.5.13 総務常任委員会（所管事務調査） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.6.3 議会運営委員会（6月定例会運営） ― ― ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○ ― ○ ○

2.6.11 ６月定例会（１日目：議案説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2.6.11 総務常任委員会（閉会中審査内容決定） ○ ― ○ ― ○ ― ○ ○ ― ○ ― ― ○

2.6.11 経済常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ― ○ ― ○ ― ― ○ ― ○ ○ ○

2.6.11 広報常任委員会（閉会中審査内容決定） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ― ― ― ― ―

2.6.12 議会運営委員会（定例会運営協議） ― ― ― ― ○ ○ ― 忌引 ○ ○ ― ○ ○

2.6.12 6 月定例会（2日目：一般質問 5名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忌引 ○ ○ ○ ○ ○

2.6.15 議会運営委員会（定例会追加議案） ― ― ― ― ○ ○ ― 忌引 ○ ○ ― ○ ○

2.6.15 全員協議会（定例会追加議案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忌引 ○ ○ ○ ○ ○

2.6.15 6 月定例会（3日目：一般質問 2名、議案審議）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忌引 ○ ○ ○ ○ ○

2.6.15 全員協議会（今後の議会活動について） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 忌引 ○ ○ ○ ○ ○

2.6.15 議会運営委員会（6月定例会検証） ― ― ― ― ○ ○ ― 忌引 ○ ○ ― ○ ○

2.6.30 広報常任委員会（議会だより編集） ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ― ○ ○

　議員は会議に出席する義務があり、正当な理由がなく欠席すると罰せられることがあります。議会では欠席の正当な理由と
して、配偶者・親族の葬儀（忌引）、病気・けが（傷病）、突発的事故（事故）、その他議長が認める場合です。表ではそれぞれ、
忌引、傷病、事故、その他と表記し、それ以外の正当な理由外の欠席の場合は私用と表記しました。

議会活動出欠状況

○出席　－該当外



１．表紙及び裏表紙
・表紙は初議会ということで、議員のやる
　気が満ちた表情が良かった。
・広報はなわでも使用している表紙の字体
　を取り入れてはどうか。

２．新しい議会構成ページ
・カラー対応は議員の顔がわかりやすく見
　栄えするので今後も継続を。
・議長だけでなく全議員のコメントも聞き
　たかった。

３．３月定例会関連ページ
・町民にとって大切な内容だが、コンパク
　トにまとめすぎて理解しがたかった。

４．一般質問ページ
・台風被災への質問が多く、町の状況や防
　災対応についての方向性が確認できた。
　一日も早い復興を望む議員の熱意が感じ
　られた。

５．特集 百条委員会ページ
・調査の流れが確認でき、問題点が明確化
　され今後の町政に活かしてほしい。
・丁寧に要約されていて分かりやすかった。
・内情を町民が知ることができたのは議会
　の力だと感じた。

６．その他ご意見など
・塙工業高校存続問題は継続して追跡レポ
　ートなどで取り上げてほしい。
・議会だよりを見たいと思う取り組みが今
　後の課題では。

　前回 4 月 24 日発行の議会だより 150 号

に対する議会だよりモニターの声を掲載し

ます。

　

日
頃
か
ら
議
会
や
行
政
へ
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
無
関
心

で
し
た
が
、
今
回
の
モ
ニ
タ
ー

の
話
を
い
た
だ
き
、
議
会
だ
よ

り
が
町
民
へ
議
員
の
取
り
組
み

や
行
政
の
施
策
を
お
伝
え
す
る

大
変
よ
い
冊
子
で
あ
る
事
に
気

づ
き
ま
し
た
。
た
だ
一
般
質
問

等
で
同
じ
問
題
が
繰
り
返
さ
れ

て
、
も
っ
と
各
行
政
区
の
細
部

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
が
起
き
て

い
る
は
ず
で
、
も
っ
と
町
民
と

の
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
活
動

し
て
欲
し
い
と
感
じ
ま
す
。
新

人
議
員
も
加
わ
っ
た
新
し
い
議

会
の
体
制
で
、
町
の
活
性
化
に

取
り
組
み
つ
つ
、
そ
の
活
動
方

針
や
指
針
を
議
会
だ
よ
り
を
通

じ
て
お
知
ら
せ
し
て
欲
し
い
で

す
。

町
民
に
寄
り
添
っ
た
議
会
へ

町
民
に
寄
り
添
っ
た
議
会
へ

町
民
に
寄
り
添
っ
た
議
会
へ

今後１年間議会広報や広聴関係でお世話になります

～新議会だよりモニターに８名の方を委嘱しまし～新議会だよりモニターに８名の方を委嘱しました～た～～新議会だよりモニターに８名の方を委嘱しました～

※モニター委嘱式については感染症予防の観点から中止しました

青
あおと

砥賢
けんいち

一さん
（桜木町）

　

今
年
度
議
会
だ
よ
り
の
モ
ニ

タ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

事
と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で

じ
っ
く
り
と
議
会
だ
よ
り
に
目

を
通
す
き
っ
か
け
を
頂
き
ま
し

た
。
私
は
塙
町
が
大
好
き
で
す
。

若
い
こ
ろ
は
町
に
対
し
て
無
い

も
の
ば
か
り
を
求
め
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
あ
る
も
の
に
目
を

向
け
て
み
る
と
、
塙
町
の
良
さ

を
た
く
さ
ん
感
じ
ま
す
。
ど
こ

に
目
を
向
け
る
か
で
全
く
違
く

景
色
が
見
え
て
く
る
も
の
だ
と

思
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
を
読

む
と
、
私
た
ち
町
民
一
人
一
人

が
塙
町
の
素
敵
な
未
来
を
一
緒

に
創
造
し
て
い
け
る
よ
う
な
議

会
だ
よ
り
に
し
た
い
で
す
ね
。

追
跡
レ
ポ
ー
ト
は
一
般
質
問
の

そ
の
後
が
良
く
分
か
る
と
て
も

い
い
企
画
で
す
。
私
自
身
も
今

ま
で
以
上
に
議
会
だ
よ
り
を

も
っ
と
身
近
に
。
そ
し
て
塙
町

の
こ
れ
か
ら
に
よ
り
一
層
関
心
を

持
ち
な
が
ら
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
に
議
会
だ
よ
り
を

も
っ
と
身
近
に
議
会
だ
よ
り
を

も
っ
と
身
近
に
議
会
だ
よ
り
を

小
お の

野亜
あ き こ

希子さん
（雨谷）

塙町議会だより第151号13
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閉会中所管事務調査レポート

・日時　令和２年５月１３日（水）

・場所　上渋井守崎堰、釜藤堰、粕河内地区、

　川上薄久保地内、湯岐地内県道高萩塙線

・出席委員　下重義人委員長ほか委員全員

　　　　　　（計：６名）

・調査まとめ

　今年４月末現在の災害復旧事業実施見込み

は２２９か所、５億１，２００万円であるが、そ

のうち約９６％が契約済となっていた。進捗

率は全体で１０％～２０％で本格復旧は夏以降

になる見込み。復旧優先順位は生活に欠かせ

ない道路等のインフラを最優先とし、次に農

地や農業施設、最後に林道としたため復旧進

捗率が低くなっている。

　守崎堰、釜藤堰及び粕河内地区は、仮設工

事により通水され、それぞれの受益地で作

付が可能になった。町内の被災した農地は

９０％で作付け可能だが、残りは今年度の作

付けができない。

　川上薄久保地内は河川の増水により、道路

が崩落し応急仮設工事が実施され通行可能と

なったが、調査時点では本格復旧工事が行わ

れており今年７月に完成予定。湯岐地内の県

道高萩塙線は生活道路であり、湯岐温泉への

アクセス道路であるため、早期復旧すべく工

事に着手し４月２５日に開通。一刻も早い完

全復旧を願う。

経済常任委員会報告

東日本台風による災害復旧事業の現状

・日時　令和２年５月１３日（水）

・場所　旧常豊小学校、旧塙幼稚園

・出席委員　七宮広樹委員長ほか委員全員

　　　　　　（計：７名）

・調査まとめ

（１）旧常豊小学校について

　小学校統合から２年が経過し、今年度は維

持費約２２５万円が予算計上され、施設内外

共に適切な維持管理が行われているが、新型

コロナウイルス感染防止のため、町民に再利

用品の払下げができず多目的ホールに集約さ

れ、別の部屋には役場の書類が一時的に保管

されていた。なお今年から施設内のランチ

ルーム周辺に㈱フラワーキングを企業誘致

し、花木の流通拠点として活用していた。今

後は支出削減と更なる展開、地域住民からの

利用要望にも応えていく事を望む。

（２）旧塙幼稚園について

　すぎのこ園を残し、使われなくなった施設

を学童保育の場として利用すべく、改修計画

では部屋を二つに分ける間仕切りと、畳を敷

く工事等が行われる。現状施設全体の用途変

更手続きが進められているため、当初のス

タート時期から遅れるとの事。なお園庭遊具

の一部を、はなわこども園へ移設する計画に

ついても説明を受けた。ここは耐震施工施設

で、近隣にはリニューアルしたＢ＆Ｇ海洋セ

ンターもあり、学童保育を利用する児童や保

護者にも、利便性と環境に恵まれた場所であ

る事を確認した。

総務常任委員会報告

遊休施設の現状と利用計画

集約された再利用品

川上薄久保地内の道路復旧箇所
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あの質問はどうなったのか？
議員の一般質問の中からピックアップし、
その動き・現在の状況を調査します。

高齢者や免許返納者の交通手段は
平成２８年３月定例会

旧常豊小学校跡地利用の進捗状況は
平成３１年３月定例会

企業誘致で活用された高齢者おでかけタクシーを実施

検討委員会で協議中
実証実験結果から検討したい

答弁
答弁

その後その後

　町民や地区民から意見を聞いて、施設

利用を図っていくと説明したが、施設利

用をどのように考えて進めてきているの

か。

　買い物や通院の手段として、デマンド

タクシーを導入すべきだと思うが、どの

ように考えるか。

　令和 2 年 5 月現在、旧常豊小学校校

舎については、農業生産法人フラワーキ

ングが施設の一部を使用し活発な営業を

行っている。また旧常豊幼稚園は、板庭

地区にあった町の放射性物質測定所を移

転し使用する事となった。

　令和元年度全町内にタクシー利用助成

を行い、結果も好評だった事から、令和

２年７月より高齢者おでかけタクシー制

度を創設した。

　塙町学校施設利活用検討委員会からの

検討結果報告より、旧常豊小学校校舎に

ついては地域や町にとって最も有益な利

活用の検討を進めていく。

　デマンドタクシーは、平成 26 ～ 27 年

に実証実験を行い、アンケートもとった

が、塙町公共交通活性化協議会の中で、

バス増便やタクシー助成金など様々な方

法を検討したい。

遠藤社長と宮田町長利用券申請のようす
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次回９月定例会は
９月１０日（木）からの予定です。
場所　役場２階　議場

広
報
常
任
委
員
会

委
員
長　

青
砥　

與
藏

副
委
員
長　

菊
地　

哲
也

委　

員　

吉
田　

広
明

委　

員　

七
宮　

広
樹

委　

員　

吉
村　

守
広

委　

員　

鈴
木　

元
久

あなたも議会をあなたも議会を
傍聴してみませんか傍聴してみませんか

あなたも議会を
傍聴してみませんか

U
R
L
http://w

w
w
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n.hanaw
a.fukushim

a.jp/
E-m
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gikai@

tow
n.hanaw

a.fukushim
a.jp

〒９６３－５４９２
福
島
県
東
白
川
郡
塙
町
大
字
塙
字
大
町
三
丁
目
２１

TEL０２４７－４３－２１５０
　
FAX０２４７－４３－２１１６

発
行
者
　
塙
町
議
会
議
長
　
割
貝
寿
一

編
　
集
　
議
会
広
報
常
任
委
員
会

皆さんの団体やサークルに広報常任委員が伺います。

団体の名称：さわやか（レクダンス）スポーツクラブ
活 動 場 所：塙町公民館、体育館、剣道場など
会　　　長：原　友子（43-1324）
会　　　員：２０名

レクダンスを通じて充実した毎日を
　さわやかレクダンスは、創立して２５年近

くになります。私たちは簡単な説明で、誰で

もすぐに踊りを楽しめてコミュニケーション

が取れるレクダンスを通じて、元気で心豊か

に健康長寿でいられるよう活動しています。

会員の皆さんは毎週レクダンスに参加できる

事を楽しみにし、会える事の喜びや笑顔が絶

えません。

　曲に合わせてリズムをとり、ステップを踏

むことにより認知症予防につながります。ま

たストレッチや筋トレも行い、体力増進にも

なります。現在新型コロナの流行で、マスク、

アルコール消毒、３密を避けるなどの工夫を

しながら踊っています。

　いつでもどこでもできるレクダンス。皆さ

ん体験しませんか？毎週火曜午前１０時から

開催しているので、ぜひお待ちしています。

　

新
人
議
員
と
し
て
、
初
め
て

議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
携
わ
り

ま
し
た
。
何
も
か
も
が
初
め
て

の
事
で
す
が
、
先
輩
議
員
の
ご

指
導
を
頂
き
な
が
ら
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
に
議
会
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
、
議
会
に
少
し

で
も
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た

め
、
よ
り
良
い
議
会
だ
よ
り
に

な
る
よ
う
、
広
報
常
任
委
員
全

員
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
夏
が
近
づ

き
台
風
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま

す
。
令
和
２
年
は
災
害
の
な
い

こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
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レクダンス会員の皆さん

（傍聴時は感染症予防の観点からマスク着
用をお願いします）


